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まえがき

地学研究シリーズの刊行が今回で第42号となりました．第１号「久慈郡大子町袋田周辺の地質

見学案内」の発刊が昭和38年ですから延々と４０年間，部員の弛まざる努力により刊行され続け

てまいりました．

このシリーズの創刊に関わり，自らもこのシリーズの何冊かの執筆にあたった元部長の中村一

夫先生は，第四紀の地質学者としてもかなり知られた先生でしたが，彼は「高校の地学の教員が

専門性を無くしたらおしまいだ．大学の先生は頭で考える，我々は足で稼げ」といつも部員の私

たちを叱吃激励していました．

この考え方は，その後の地学部の先生方にずっと引き継がれてきており，毎年このシリーズの

執筆のために，研究委員になった先生方は，何年間も地道に資料収集や調査に没頭し，その成果

を執筆してきました．勿論，これらの過程で，専門的知識の向上を図ったり教材研究を深めてき

たことは言うまでもありません．そのためかこのシリーズの評価は上がり，大学の先生方ですら

貴重な参考文献として利用しているものも少なくなく，また地学の案内書としても異彩を放つシ

リーズになっています．

この地学研究シリーズは，これまで茨城県内の地学教材を扱ってきましたが，内容的には地質

関係ばかりでなく，地域的な気象現象や天体までも対象にしてきました．

今回の第42号は，「テフラ」を取り上げましたが，タイトルのとおり，３年前に「茨城県内のテ

フラＩ」として刊行した第39号の続編というべきものです．併せてご一読くだされば幸いです．

そもそもが今でこそ脚光を浴びている「テフラ」ですが，戦前までは，れっきとした火山噴出

物であるにもかかわらず，火山灰は固結していないために「泥，土くれ」と軽視され，正面から

取り組んだ研究は皆無に近かったといわれています．この傾向は日本ばかりでなく欧米でも同じ

で，火山灰に関する優れた研究は戦後になってからのものばかりです．

日本では戦後しばらくしてから，関東ローム研究グループが精力的に研究して刊行した「関東

ロームーその起源と性状一」がきっかけとなり，側面からは考古学の著しい発展に助けられ，火

山灰の研究は爆発的な発展をみました．その結果，日本の第四紀の新しい時間区分が正確にな

り，時間的前後関係や因果関係を判断するのに優れた威力を発揮するようになったのです．

今では中学校の教科書に「火山灰中の鉱物」などと軽石や火山灰が取り上げられるようになり，

火山灰に関する知識は一般の人々にも広く知られるようになりました．

今回の第42号発刊にあたっては，平成９年度以来,研究委員全員が大学の先生や専門家の先生

を招いて積極的にその指導を受け研修を積んでこられました．

本書が折にふれ皆様の研究のために役立ったり，生徒達の教材として大いに利用され，所期の

目的が達せられますことを望んで止みません．

最後になりましたが，本書を発刊するにあたり６年間という長期にわたり調査研究し，執筆さ

れました研究委員の先生方の苦労を労いますとともに，その間ご高配を賜りました当該高校長に

対し心よりのお礼を申し上げあいさつといたします．

平成１５年３月

茨城県高等学校教育研究会地学部長

二階堂章信
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Ｉはじめに

||研究の概要

私たち，茨城県高等学校教育研究会地学部のテフラ研究委員会は，県内の高等学校の教員１３名

からなり，６年前の平成９年度から，県内の，第四紀更新世の見和層上部層相当層から関東ロー

ム層一いわゆる“氷河時代”後期の十数万年前～現在までに相当します－に挟在されるテフラ層

について調査・研究を行ってきました．

研究にあたっては，委員全員または小グループに分かれて，野外での露頭調査を行い，各露頭

に分布するテフラを同定しその特徴をつかむとともに，室内において採取した試料を処理し，実

体顕微鏡や偏光顕微鏡による検討を加えてきました．火山のない本県に分布するテフラは，その

殆どが遠方の火山からもたらされたものです．構成粒子が細粒であること，層厚が薄く明瞭でな

いものが多く火山灰土と混交していることなどから，テフラの特徴がつかみにくく，現在でも対

比や層序関係など，明確になっていない点がいくつかあります．しかし，研究を通じて，予想以

上に多くのテフラが分布していることがわかりました

そのような研究の中で，平成１１年度には，「テフラとはどのようなものなのか｣，「県内に分布

するテフラ層の概要｣，「テフラ層の調査方法｣，「採取したテフラ試料の処理法｣，「実体・偏光顕

微鏡での鉱物の見分け方」などについてまとめた，地学研究史シリーズ39号「茨城県内のテフラ

１－調査処理法と粒子の見分け方一」を作成しました．この冊子は，教員ばかりでなく生徒をも

対象としたもので，授業や課外活動の中でテフラについて自ら調べたり，学んだりすることがで

きることを目的としたものです．

そして今年度，「茨城県内のテフラⅡ－露頭集一」を作成することになりました．テフラの露

頭の多くは，宅地造成や道路工事により生じ，工事期間が過ぎると埋め戻されたりモルタルを吹

き付けられたり，また，そのようなことなく放置されても植物が茂るなどして，観察ができなく

なってしまいます．事実，霞ヶ浦町兵庫峰の阿蘇４テフラ，常北町青山の真岡テフラなどは年代

決定その他の上で貴重なものですが，現在では観察が難しくなっています．しかし，逆に言え

ば，新たな露頭が常につくられているのです．そこで今回は，そのような新たな露頭を調査・観

察する際の資料として活用できるよう，そして今までの研究成果のまとめ，県内のテフラの紹介

として「露頭集」を作成することとしました．掲載した露頭は2002年に調査したものです．専門

の方からみると，記述や説明が不十分で歯がゆい点もあるかと思いますが，ご容赦ください．授

業や野外活動その他にご活用いただければ幸いです．

なお，本文中におけるテフラの名称・記号は，下野テフラ（茨城県高等学校教育研究会地学
おしのべ

部，2000)，押延テフラ（新称）を除き，町田・新井（1992）によりました．また，’4Ｃ法による

放射年代値が見直され，最近の報告では各テフラの噴出年代が全体的に古くなる傾向にあります

が，混乱を避けるため特に断りがない限り噴出年代も町田・新井（1992）によりました．

－１－
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Ⅱ茨城県内のテフラ

Ⅱ－１主な研究史

県内の，関東ローム層中のテフラに関する研究は，貝塚（1957）など古くから行われ，野外で

比較的明瞭な七本桜浮石層，今市浮石層，鹿沼浮石層，那珂台地浮石層の大まかな分布，鉱物組

成などが報告されました．また，関東ローム研究グループ（1965）は，本県を含めた関東地方各

地のローム層の柱状図，各火山灰層の等層厚線図を作成し，ローム層の性状とその起源について

検討を加えました．

坂本ほか（1972)，坂本（1975)，坂本･宇野沢（1979)，坂本ほか（1981）は，地質調査所によ

る地域地質研究報告のなかで，友部地域の古期ローム層の存在など，各地域ごとのローム層と挟

在される火山灰層について詳しく報告しています．

その後，鈴木（1989,1990a，1990b）により，常磐海岸地域および県央地域などの関東ローム

層および見和層中に分布するテフラに関する研究が行われ，テフラ中の火山ガラスや斜方輝石の

屈折率などから，姶良Ｔ､テフラ（Ar)，大山倉吉テフラ（DIm)，鬼界葛原テフラ（KTz）など

の広域テフラが県内にも分布すること，那珂台地テフラが赤城水沼１テフラ（Ag-Mzl）に対比さ
きっさわ

れること，赤城水沼8aテフラ（Ag-Mz8a)，箱根吉沢下部７テフラ（HkInP7)，赤城水沼９，１０

テフラ（Ag-Mz9，１０）などが見和層上部層中に，真岡テフラ（ＭＯＰ）が同層中部層中に挟在され

ることなどが明らかにされました．

さらに最近の研究としては，北関東自動車道建設工事現場の露頭について研究した，大井．山

田（1998）などの報告があります．

Ⅱ－２県内に分布するテフラ

図１に，県内で観察される第四紀後期のテフラ層の模式柱状図を，表１にそのテフラの噴出年

代・給源火山・鉱物組成等の特徴を示します．

[富士火山からのテフラＦ－７］

新利根町寺内，取手市小文間では，露頭の上部にそれぞれ層厚約60ｃｍ，２５ｃｍ+の，淡黄褐色

をした中～粗粒砂サイズの火山灰からなるテフラが認められます．薄いテフラ層が複数重なっ

たもので,富上火山噴出のどのテフラに対比されるのかは不明です．２ｍｍ程度の赤褐色スコリ

ア片が散在します．

[男体七本桜テフラNt-S，男体今市テフラNt-l］

男体今市テフラ噴出後，男体七本桜テフラが連続して噴出するという，一連の活動によりもた

らされた降下テフラです．今市テフラの上に七本桜テフラが重なった，または混交した状態で

堆積しています．南限を洞沼付近，北限を高萩市付近とする東西に細長い地域に分布します．

七本桜テフラは，黄～灰色，中～粗粒砂サイズの軽石質火山灰からなり，層厚は数10ｃｍに達

する場合があります．今市テフラは，特徴的な赤褐色を呈する巾～粗粒砂サイズのスコリア質

－２－
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火山灰からなり，層厚が１ｍ近
土浦市周辺茨城町周辺ひたちなか日立市周辺

'ｂ－、ニニーコーテＬロハZざ－し）ハーエヨー 市周辺
くに達する場合があります．＿ｏ

[立川ローム上部ガラス質テフラ
ＵＧ

ＵＧ］

関東地方のほぼ全域に分布しま

す．江戸崎町では，姶良Ｔｌ,テ-2ｍ

フラの上位約６０ｃｍに，ひたち

なか市では男体今市テフラの直

下に位置する白～灰白色の中粒

砂サイズ火山灰からなり，層厚

はそれぞれ20ｃｍ+，１０ｃｍ程度

です．

[姶良ＴｎテフラＡＴ］

姶良カルデラから噴出したもの

で，日本列島を覆うように広範

囲に分布します．殆どの露頭で

観察されますが，上下の火山灰

土やテフラと混交して層理が不Ｆ7，，，
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エヤナノフと疵父ししﾉ曽埋か/１，図１県内で観察される第四紀後期のテフラ層

明瞭なこと，火山灰土と色が似Ｆ-？：富士火山起源のテフラＮｔ－Ｓ：男体七本桜テフラNt-l：男体今市
テフラＵＧ：立川ローム上部ガラス質テフラＡＴ：姶良Ｔ、テフラＧｒ：

ていることから識別しにくい場含雲母グリース状テフラAg-KP：赤城鹿沼テフラHr-HP:榛名八崎テ

合があります一般には赤城悪ﾃ雪:罪篭ニラＷ:;|:ｒｉ禦禰PV鯛麓
鹿沼テフラの50～70ｃｍ上位にテフラAso-4：阿蘇４テフラK-Tz：鬼界葛原テフラOn-Pml：御岳

第１テフラAg-Mz8a：赤城水沼８ａテフラHk-KlP7：箱根吉沢下部７

観察されます・層厚１０～１５cｍテフラAg-Mz9,１０：赤城水沼９，１０テフラＭＯＰ：真岡テフラ
程度，明るい褐～白色の細粒砂

サイズの火山灰からなります．

[含雲母グリース状テフラＧｒ？］

給源は，山陰の三瓶火山という報告（佐護・町田1996）もありますが，明確ではないようで

す．茨城町千勝高萩市上手綱で，赤城鹿沼テフラの１５～20ｃｍ上位に認められました．周囲

の火山灰土と色.粒度が似ているため識別しにくいテフラです．層厚１０～１２ｃｍ程度，淡褐～

燈褐色の中～細粒砂サイズの火山灰からなり，層序上の位置，雲母を含むことから含雲母グ

リース状テフラではないかと推測しました

[赤城鹿沼テフラAg-KP］

県南部，南東部の一部地域を除く，県内の広い地域に分布します．層厚は，県西部の下館市周

辺では1ｍを超え，含まれる軽石の最大径が数ｍｍに達します．淡黄灰～淡黄色をした軽石粒

主体のテフラです．
はるなはっさき

[榛名ﾉ1山奇テフラHr-HP］

本県は分布域の東端にあたるので層厚が薄く，確認できた地点は多くありません．ひたちなか

－３－
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市や水戸市などでは層厚数ｃｍ，

白色軽石片の散る褐色の中～細

粒砂サイズの火山灰からなりま

す．火山灰土と層相が似ている

ため，識別が難しい場合があり

ます．

[大山倉吉テフラDKP］

本県は分布域の端に相当するた

め，観察できた露頭は多くあり

ません．洞沼北西の茨城町谷田

部，水戸市下入野町で，赤城水

沼１テフラの数ｃｍ上または直

上に団子状（径5ｃｍ以下）に点

在するのが確認できました．他

の地点での報告もあります（鈴

木，1990b)．灰褐色細粒砂サイ

ズの火山灰からなり，特徴的に

100面が発達した幅広板状の斜

方輝石が含まれます．

[赤城水沼１テフラAg-Mzl］

那珂台地で「那珂台地テフラ」

は１０～１５ｃｍ程度．径１ｍｍ前

ﾃﾞﾌﾗ名｜藷｜辮僅|給源火山 構成粒子･鉱物

富士火山起源

山
山

士
光
体

言国
日
男

F－？ oｐｘｃｐｘｏＩｆｉｍｇｓｃ

男体七本桜テフラ Nt-S １２～１３ oｐｘｃｐｘｈｏｆｉｑｚｍｇｐｕ

男体今市テフラ

立川ローム上部

ガラス質テフラ

Nｔ－ｌ cpxopxoiflscJ' 〃

浅間山 cｐｘｏｐｘ（ho）ｆｌｍｇｆｂＵＧ 1２

姶良

カルデラ
姶良T､テフラ AＴ ２２～２５ bｗ

含雲母グリース状

テフラ

赤城鹿沼テフラ

bihoopxflmgＧ７

赤城山Ag-KP hｏｏｐｘｃｐｘｆＩｑｚｍｇｐｕ３１～３２

榛名山榛名八崎テフラ hｏｏｐｘｃｐｘｑｚｆｌｆｂＨＦＨＰ ４２～４４

大山倉吉テフラ 大山ＤＫＰ 43～5５ hｏｏｐｘｂｉｆｉｍｇ

赤城水沼1テフラ 赤城山Aｇ－Ｍｚｌ ５５～６０ oｐｘｃｐｘｈｏｆｌｍｇｐｕ

箱根東京テフラ 箱根火山Hk-TP oｐｘｃｐｘｏｌｆｉｍｇｆｂ４９～６０

押延テフラ(新称） oｐｘｃｐｘ（ho）ｆｌｍｇｆｂＯＳＰ

下野テフラ SｎＰ oｐｘｃｐｘｂｉｈｏｆｌｑｚｍｇ

箱根小原台テフラ 箱根火山 oｐｘｃｐｘ（ｏＤｆｌｍｇ

火山ガラス

Ｈｋ－ＯＰ ６６～８０

70～９０１岡蘇山阿蘇4テフラ Aso-4

鬼界

カルデラ
鬼界葛原テフラ K-Tz ７５～９５ qｚｂｗ

御岳第１テフラ 御岳山Ｏｎ－Ｐｍｌ ８０～１００ bｌｈｏｏｐｘｆｌ

Aｇ

－Ｍｚ８ａ
赤城水沼8aテフラ 赤城山 oｐｘｃｐｘｈｏｆｌｍｇ

箱根吉沢下部７

テフラ

赤城水沼9,10
テフラ

130前後 箱根火山 oｐｘｃｐｘ（ho）ｆｌｍｇＨｋ－ＫｌＰ７

Ag

-Mz9jO
135前後 赤城山 oｐｘｃｐｘｈｏｆｌｍｇ

赤城山真岡テフラ ＭＯＰ hoopxflmgpu

100面が発達した幅広板状の斜Ｃｌ:ｶﾝﾗﾝ石cpx:単斜輝石。px:斜方輝石ｈｏ:角閃石ｂｌ:黒雲母
、g:磁鉄鉱ｆｌ:長石ｑｚ:石英Ｓｃ:スコリアｐｕ:軽石ｂｗ:泡型火山ガラス

方輝石が含まれます．ｆｂ:繊維型火山ｶﾞﾗｽ
表１テフラの噴出年代・給源火山・鉱物組成等

[赤城水沼１テフラAg-Mzl］

那珂台地で「那珂台地テフラ」と呼ばれます．県央～県北部の広い範囲で観察されます．層厚

は１０～１５ｃｍ程度，径１ｍｍ前後の軽石粒が散在する淡黄褐色中粒砂サイズ火山灰からなりま

す．箱根東京テフラとの上下関係が明らかになっていませんが，茨城町谷田部片山での検討結

果（茨城県高等学校教育研究会地学部，2000)，押延テフラの鉱物組成が箱根東京テフラによく

似ており，さらに検討の余地はありますが押延テフラが箱根東京テフラである可能性があるこ

とから，箱根東京テフラより新しいテフラであると推測されます．

[箱根東京テフラHk-TP］

県南，県西地域を中心に分布します．比較的多くの露頭で観察されるテフラで，層厚１０～

２０ｃｍ程度，黄灰色で径1ｍｍ程度の軽石粒が散在する中～粗粒砂サイズの火山灰からなりま

す．固くしまって露頭面から突出していることがあります．

[押延テフラＯＳＰ］（新称）

東海村押延では，ローム層とその下位の茨城粘土層の境界部に，層厚10ｃｍ+，灰黄色，細～中

粒砂サイズの火山灰からなるテフラが認められ，これを押延テフラと命名しました．周辺の露

頭では，このテフラが水底に堆積したものが観察され，最も厚い部分の層厚約30ｃｍ，上部の

桃色細粒部と下部のやや粗粒な白色部に分かれています．日立市田楽鼻西や下館市岡芹でも，

この層順にほぼ同じ鉱物組成・特徴のテフラが観察され，分布域は広いと考えられます．層序

上の位置，鉱物組成から箱根東京テフラに対比される可能性があります．

－４－

テフラ名
了･ノラ
記号

噴出年代
xlDOO母：

給源火山 蟹成粒子･鉱物

富＝火

男休七本桜テフラ

男体

す｣'1口･ム..宇部
ガラス質ラジラ

姶良T､テフラ

含雲母グリ・ス状

テフラ

赤城鹿沼:,ワラ

榛名八崎テフラ

大ili倉君

赤城水;ｉ

フラ

｢フラ

箱根東月

桿延テフ

フラ

折称）

テフラ

可蘇4テフラ

鬼界葛原テフラ

御岳第１テプラ

赤城水沼9aテフラ

寵根吉沢下郎？
デフラ

富士Lll
ロユエム
Ｈジ凹

男休山

仕
尼
汀
・
計

Ｊｒ

22～2ｂ

豊剥llI

崎良

カル･＝:ラ

A９．ＫＰ

卜ＩＴ－ｌＰ

赤城山

糠装ｕＩ

大山

Ａｇ･Ｍｚｌ 赤城11｡

Hk-TP 縄根火山

SnP

袴根火ilI

A輩｡－４ 70～9０ 阿蓮ｌＬＩ

K-Tビア5-,,謙デラ
Oｎ－Ｐｍｌ８０～１００御岳!」

Aｇ
赤城山

MzBa

llkKlP7ISC前幾箱根火111

【)i)ｘｃｐｘＣＩｆ１ｍｇｓｃ

･ｐｘｃｐｘｈｏｆｉｑｚｍｇｌ)1．

cｐｘｏｐｘｏＩｎｓｃ

pｘｏｐｘ（ho）ｆｂｍｇｆｂ

１Ｗ

;ｉｈＯ５)Ilx

lOopXcpx

ｆＩ「Ｔｇ
■▽＝■■￣

：ｆｌｑＺ

OPXCPXnOf1mgPu

opxcぃｘｏｌｆ１ｍｇｆｂ

cｐｘｃｐｘ（ho）ｑｍｇｆｂ

ｏｐｘｃｐｘｂｉｈｏｆ１ｑｚｍｇ

oｐｘｃｐｘ（Ｃｌ）ｆｌｍｇ

火111ガラス

:lｚｂｗ

ｂｉｈｏ opxfl

()ｐｘｃｐｘｈｏ二ｌｍｇ

ｏｐｘｃｐｘ（ho）ｆｌｍｇ

其岡

蛇
135前後 赤城山

赤城111

□ｐｘｃｐｘｈｏｆｌｍｇ

ｌ１ｏｏｐｘ忠１ｍＲｐｕ
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[下野テフラSnP］（茨城県高等学校教育研究会地学部（2000）による命名）

内原町下野，茨城町南栗崎，上雨谷，友部町鴻巣，八郷町小幡などの露頭で観察されます．特

徴的に黒雲母を含む淡黄褐色中粒砂サイズの火山灰からなり，層厚は最も厚い地点でも２０ｃｍ

位，友部町鴻巣では数ｃｍの団子状を呈します．赤城鹿沼テフラの７０ｃｍ－１３０ｃｍ下位，関東

ローム層とその下位の茨城粘土層の境界よりやや上位に位置します．どのテフラに対比される

のかは不明です．

[箱根小原台テフラHk-OP］

南関東を中心に分布するテフラで，県南地域は分布域の端に相当します．つくば市羽成の露頭

で認められました御岳第１テフラの上位約50ｃｍに位置する，白色細粒砂サイズの火山灰か

らなるテフラで，塊状で，その直径は大きいもので１５ｃｍを越えます．

[阿蘇４テフラAso-4］

九州～北海道までの広い範囲に分布します．霞ヶ浦町兵庫峰の成田層相当層のシルト層中で観

察され，層厚数ｃｍの灰白～白桃色極細粒砂サイズの火山灰からなります．鏡下では鉱物は認

められず，細かな塵を含むスポンジ状の火山ガラスからなります．
きかいとづらはら

[鬼界葛原テフラK-Tz］

鬼界カルデラから噴出したもので，九州および本州を広く覆います．ひたちなか市部田野の見

和層上部層の砂層中で観察されます．砂層中に径数ｃｍ以下の白色細粒砂サイズの火山灰が団

子状に点在しています．

[御岳第１テフラOn-Pml］

関東・中部地方および東北地方に分布します．つくば市羽成，水戸市下入野町で観察されまし

た．下入野町では常総粘土層の下部に挟在され，層厚5ｃｍ，白色で－部桃色の細粒砂サイズの

火山灰からなります．

[赤城水沼８ａテフラAg-Mz8a］

鈴木（1989）が［見和-上部軽石層］と報告し，赤城水沼8aテフラに対比したものです．見和

層上部層相当層中に狭在され，ひたちなか市長砂，水戸市下入野町，つくば市谷田部などで観

察されました．層厚３～５ｃｍ程度，白色中粒砂サイズの火山灰からなります．
きつさわ

[箱根吉沢下音ロアテフラHk-KlP7］

鈴木（1989）が［見和一中部軽石層］と報告し，箱根吉沢下部７テフラに対比したもので，県

央地域以南に分布します．ひたちなか市長砂の見和層上部層中，つくば市谷田部や下妻市高道

祖の同層相当層中で報告されています(鈴木,1989)．長砂では,赤城水沼8ａテフラの下約25ｃｍ

に位置する－部レンズ状の層厚1ｃｍ程度の白色細粒砂サイズの火山灰からなります．

[赤城水沼９，１０テフラAg-Mz9，１０］

鈴木（1989）が［見和-下部軽石層］と報告し，赤城水沼９，１０テフラに対比したものです．日

立市久慈町やひたちなか市長砂などの見和層上部層中に挟在されます．長砂では箱根吉沢下部７

テフラの下，約110ｃｍに位置する層厚10ｃｍ弱の白～桃色細粒砂サイズの火山灰からなります．

[真岡テフラＭＯＰ］

県内の南部および東部の一部を除いた地域を分布域とします．水戸市下入野町の見和層中部層

－５－
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中，友部町和尚塚，常北町上青山の関東ローム層中などで報告されています（鈴木，1989)．常

北町上青山では，層厚約30ｃｍ，赤城鹿沼テフラとよく似た黄色～黄榿色の軽石質粗粒砂サイ

ズの火山灰からなります．

－６－



、_ノ

Ⅲ茨城県内のテフラの露頭

１ 日立市

○

２０kｍ
-－

Ⅶ縦
m-7Q=ｇｍ－８

●Ⅲ－９

強
土

Ⅲ－１１
●

●

Ⅲ－１常磐海岸南部（古房地鼻）のテフラー日立市大みか町一

Ⅲ－２ひたちなか市長砂見和層中のテフラ－ひたちなか市長砂一

Ⅲ－３男体七本桜テフラ・今市テフラの微地形へのアプローチ－て

Ⅲ－４九州鬼界カルデラから噴出した鬼界葛原テフラーひたちなう

Ⅲ－５束茨城台地茨城西ｌＣ付近の露頭一茨城町野曽一

Ⅲ－６友部丘陵のテフラ－友部町和尚塚一

Ⅲ－７伯耆富士一大山から飛来した大山倉吉テフラー－茨城町谷［

Ⅲ－８肉眼で観察できる５つのテフラ（東茨城台地）－水戸市下入

Ⅲ－９東茨城郡鉾田町大和田の関東ローム層一鉾田町大和田一

Ⅲ－１０新利根町南九州姶良カルデラから噴出した姶良テフラ_

Ⅲ－１１つくば市中部御岳火山から噴出した御岳第１テフラ－つ

男体七本桜テフラ・今市テフラの微地形へのアプローチ－ひたちなか市向野一

九州鬼界カルデラから噴出した鬼界葛原テフラーひたちなか市部田野一

東茨城台地茨城西ｌＣ付近の露頭一茨城町野曽一

友部丘陵のテフラ－友部町和尚塚一

伯耆富士一大山から飛来した大山倉吉テフラー－茨城町谷田部一

肉眼で観察できる５つのテフラ（東茨城台地）－水戸市下入野町一

東茨城郡鉾田町大和田の関東ローム層一鉾田町大和田一

新利根町南九州姶良カルデラから噴出した姶良テフラ－新利根町寺内一

つくば市中部御岳火山から噴出した御岳第１テフラ－つくば市羽成一

－７－
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Ⅲ－１常磐海岸南部（古房地鼻）のテフラ

地名：日立市大みか町古房地鼻露頭種別：海岸段丘の海蝕崖

観察できるテフラ：男体七本桜テフラNt-S，男体今市テフラNt-I，姶良ＴｎテフラＡＴ，

赤城鹿沼テフラAg-KP，赤城水沼１テフラＡｇ－Ｍｚｌ（那珂台地テフラNkP）

１概要

この露頭は久慈川以北に発達する海岸段丘の海

蝕崖に見られるもので，高さは２０ｍを越えます．

基盤は第三系の多賀層群で，凝灰質泥岩からなり

ます．泥岩は青緑色で層理は不明瞭，風化して灰

～黄褐色を呈しています．

この地域では，上位から男体七本桜テフラ，男

体今市テフラ，姶良TIIテフラ，赤城鹿沼テフラ，

大山倉吉テフラ，赤城水沼１テフラの存在が報告

されていますが，この露頭では大山倉吉テフラは

確認できませんでした．

露頭は，灯台の東側（銅像の裏）の崖を下った

所にあります．表土（黒ぽく士）の下のローム層

中に，淡黄～燈黄色の粗粒軽石粒からなる赤城鹿

沼テフラと淡黄褐色をした中粒砂サイズの火山灰

層，那珂台地テフラがはっきりと確認できます．

また黒ぽ<土の下１０ｃｍのあたりに周囲より細

図Ⅲ－１－１露頭位置図

国土地理院５万分の１地形図『日立」

=、二

図|Ⅲ－１－３露頭スケッチ図Ⅲ－１－２露頭写真

－８－
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粒で色がやや淡く灰褐色の男体七本桜，男体今市テ

フラが混在した層，さらに４０ｃｍ下にあまり明瞭で

はありませんが，姶良Tilテフラが見られます．

/~、_/
ＩＯＯＣ、表土

70ｃｍ黒ぼく±２各テフラについて

【赤城水沼１テフラAg-Mzll

赤城山から約5.5万年前に噴出したもので，一般に

は赤城水沼１テフラ（AgMzl）と呼ばれますが，

那珂台地では那珂台地テフラと呼ばれています．

径1ｍｍ前後の軽石粒が含まれる淡黄褐色の中粒火

山灰層で，斜方輝石，単斜輝石，角閃石，磁鉄鉱な

どを含みます．この露頭においては,草かき鎌など

で表面を削ると，シャリシャリとした感触がして，

上下の火山灰土と区別し易くなっています．

【赤城鹿沼テフラAg-KP】

赤城山から約3.3万年前に噴出したもので,この地

域の，どの露頭においても一番明瞭な火山灰層で

す．層厚は２０ｃｍ～３０ｃｍ,淡黄～権黄色（乾くと

白っぽく見える)の粗粒軽石粒からなります.ファ

イバー型火山ガラスが多く，鉱物はあまり目立ち

ませんが，角閃石，斜方輝石，単斜輝石，長石，

１０ｃｍ淡黄褐色火山灰土

IOC、淡灰褐色細粒火山灰

（男体七本桜，男体今市テフラ）

40ｃｍ淡黄褐色火山灰土

クラック発達

15ｃｍ淡褐色細粒火山灰

（姶良Ｔ、テフラＡＴ）

25ｃｍ淡黄褐色火山灰土

２５cｍ淡黄～燈黄色粗粒軽石質火山灰

（赤城鹿沼テフラＡｇ－ＫＰ）

ノNﾉ、/1／（

Ⅱ１
ハハノ１／、

ＶＶＶＶ

、′ＶＶＶ

１１１１

60ｃｍ淡黄褐色火山灰土

クラック発達

１５ｃｍ淡黄褐色中粒火山灰

（那珂台地テフラＮＫＰ）

40ｃｍ淡黄～淡灰褐色火山灰土＋砂

クラック発達

/､ハハノＩ

、ｌ］
●●｡●●●

白■■●
●

■●●◇
中粒～細粒砂層訴伽

図Ⅲ－１－４露頭柱状図

石英，磁鉄鉱，チタン鉄鉱等が含まれています．鹿沼土とも呼ばれ，園芸に広く使われます．

【男体七本桜テフラNt-S，男体今市テフラNt-ll

日光男体山から１４～１５万年前に連続した二回の噴火により噴出したもので，この露頭では両

者が混じり合っており区別することはできません．保存状態が良い場所の男体七本桜テフラは

黄色軽石質火山灰で，男体今市テフラは燈赤色スコリア質火山灰ですが，この露頭では風化に

よって淡灰褐色を呈しています．

【姶良Ｔ、テフラＡＴ】

九州の姶良カルデラを噴出源とする巨大噴火により，約２６万年前にもたらされたもので，県

内の至る所で観察されます．ただし，周囲の火山灰土と混交し境界が明瞭でないこと，風化が

進んでいることなどから，その層順を見つけにくいかもしれません．一般には周囲より細粒で

色がやや淡い部分です．姶良Ｔｌ,テフラを特徴づけるバブルウォール型火山ガラスが多く観察

される他，カンラン石その他の有色鉱物なども観察されますが，バブルウォール型火山ガラス

以外の構成粒子の多くは，姶良Tilテフラが地表で堆積した後，各種の作用により他の火山か

らの火山灰などが混じってしまったもので，本来のものではありません．
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Ⅲ－２ひたちなか市長砂見和層中のテフラ

地名：ひたちなか市長砂露頭種別：水田脇の人工露頭

観察できるテフラ：赤城水沼８ａテフラＡＪＭｚ８ａ，箱根吉沢下部７テフラHk-KlP7

赤城水沼９，１０テフラAg-Mz9，１０

１概要

勝田ゴルフ場の脇の細い道を下っていくと，水

田があります．水田沿いの小道を左に100ｍほど

進むとその右側にフェンスで覆われたかつての砂

採集場があります．現在は資材･置き場になってい

て，入り口の門が施錠されていることから見学は

難しいですが，見和層上部層の砂層中に，赤城火

山や箱根火山から135万年前前後に噴出した３層

のテフラが観察されます．これらのテフラは，他

の露頭でも観察されますが，３層全てが－つの露

のテフラが観察されます．これらのテフラは，

の露頭でも観察されますが，３層全てが－つｃ

頭で確認されているのはこの露頭のみです．

図Ⅲ－２－１露頭位置図（右）

国土地理院２．５万分の１地形図「ひたちなか」

￣､

Jｖｗｌ

図Ⅲ－２－３露頭スケッチ図Ⅲ－２－２露頭写真
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２各テフラについて

【赤城水沼９，１０テフラAg-Mz9，１０】

鈴木（1989）が「見和-下部軽石層

（Miwa-L)」と命名し，火山ガラスの

屈折率等から赤城水沼９，１０テフラに

対比したもので，約135万年前（大

井・山田1998）に赤城山から噴出し

たものです．見和層上部層の砂層中に

挟まれる，層厚約２５－１０ｃｍ，一部レ

ンズ状の白色細粒火山灰からなり，箱

根吉沢下部７テフラの約105ｃｍ下に位

置します．斜方輝石が多く,単斜輝石，

角閃石，磁鉄鉱，長石などの鉱物を含

みます．

【箱根吉沢下部７テフラHk-KlP7】

鈴木（1989）が「見和中部軽石層

（Miwa戸Ｍ)」と命名し，火山ガラスの

屈折率等から箱根吉沢下部７テフラに

対比したもので，約13万年前に箱根

火山から噴出したものです．見和層上

部層の砂層中に挟まれる層厚１～

灰色細粒砂

シルト

細レキー中粒砂へ級化成層

25ｃｍ

５ｃｍ

１５ｃｍb･⑥■ＱＦｑＱ巳P
ｎｏＯＱ｡・Ｃ･ＣＯＯ

－

ヨ 58cｍ常総粘土層１淡青灰色シルト
生痕多い

白色中粒火山灰,基底に炭化物多い
赤城水沼Ｂａテフラ

レンズ状白色中～細粒火山灰

箱根吉沢下部7テフラ

灰色粗～中粒砂，級化成層

レンズ状淡紫灰色極細粒火山灰

灰色粗～中粒砂１炭化物含む

ﾘﾓﾅｲﾄ･炭質物含む
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24cｍ淘汰の良い灰色中粒砂
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火山から噴出したものです．見和層上図Ⅲ－２－４露頭柱状図

部層の砂層中に挟まれる，層厚１～

２ｃｍ，レンズ状の白色中～細粒火山灰からなり，赤城水沼8ａテフラの約30ｃｍ下位に位置しま

す．斜方輝石，単斜輝石，角閃石，磁鉄鉱，長石などの鉱物を含みます．なお，このテフラ層

の約３０ｃｍ下位に，レンズ状で，淡紫灰色の極細粒火山灰よりなる層厚2ｃｍ程度のテフラ層が

観察されますが，どこからもたらされたテフラなのか不明です．

【赤城水沼８ａテフラAg-Mz8a】

鈴木（1989）が「見和‐上部軽石層（Miw釦)」と命名し，火山ガラスの屈折率等から赤城水沼

８ａテフラに対比したもので，約１３万年前に箱根火山から噴出したものです．見和層上部層の

砂層中に挟まれる，層厚約４ｃｍ,基底部に炭化物が多く含まれる白色中粒火山灰からなります．

斜方輝石，単斜輝石，角閃石，磁鉄鉱，長石などの鉱物を含みます．なお，砂層を挟んでこの

テフラの上位数ｃｍには，常総粘土層が露出しています．

－１１－
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'|Ⅲ－３男体七本桜テフラ・今市テフラの微地形へのアプローチ

地名：ひたちなか市向野露頭種別：宅地造成地

観察できるテフラ：男体七本桜テフラＮｔＳ，男体今市テフラＮｔ－Ｉ

赤城鹿沼テフラAg-KP，赤城水沼１テフラＡｇ－Ｍｚｌ（那珂台地テフラNkP）

図Ⅲ－３－１男体七本桜・今市テフラの露頭写真図Ⅲ－３－２地形面区分の推定境界線

１概要

ひたちなか市馬渡の向野団地付近では，那珂

川の支流中丸川の枝流本郷川によって開析さ

れた台地主部が，緩やかな起伏で本郷川の谷底

平野に接しています．また，この台地主部と谷

底平野との間には，山体崩落様の扇状の微地形

（開析扇状地）が点在します．標高差約10,,

200～300㎡程度の面積で,台地との地形区分は

明瞭でない場合が多いようです．露頭はこの台

地主部との境界，開析扇状地扇央部左端の道路

脇から見出されました．４，幅の道路を隔てて，

３１～３２万年前に噴出した赤城鹿沼テフラの約

40ｃｍ下位に,１２～１３万年前に噴出した男体七

本桜テフラ・男体今市テフラが観察できます．

いずれも安定した層状構造で堆積し，付近には

断層などの変動地形は認められません．

被覆物により直接下位の地層を観察すること

はできませんが，周辺の露頭を調べてみると，

台地主部の堆積構造と，山体崩落様の扇状の微

地形の堆積構造では，明らかに異なっているこ

とがわかりました．後者の火山灰より下位の地

図Ⅲ－３－３赤城鹿沼テフラの露頭写真

図Ⅲ－３－４露頭位置図（右図）

国土地理院５万分の１地形図「ひたちなか」
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＞震＜Ｉ 400J、黒ボク±とローム交じり

50ｃｍ灰褐色火山灰土（中粒）

30ｃｍ淡黄色軽石質粗粒火山灰ＫＰ

１００ｃｍ暗褐色細粒火山灰土

中上部細粒砂交じりクラック

２～３ｃｍ黄白色軽石質粗粒火山灰NKP
50cm灰褐色クラック帯１０ｃｍ下酸

化帯、下部火山灰粘土化
欝繍卜
黒ボク土
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細～中粒砂層

中粒砂勝ち砂礫層（Ｎｔ－１下１５０cm）

被覆物あり境界不明（ＫＰ下１．８ｍ？）

細～中粒砂勝ち砂礫層

つ

○・○・○

・○・○・

図Ⅲ－３－５地質柱状図（道路境界付近）左：造成地側右：台地主部

層は，流水の影響を受けた砂礫層を主とする二次的堆積物で，水平的に礫がち砂層～砂がち砂層

へと変化しており，扇状地の形態を呈します．

また，台地主部を形成後，赤城水沼１テフラ（那珂台地では那珂台地テフラと呼ばれています）

以降の一連の火山灰が降灰し，関東ローム層を形成したと思われますが，赤城水沼１テフラが降

灰する頃には離水が始まり，地表の解体が進行していたと予想されます．従って，後者の扇状の

微地形は，砂礫層の直上に細砂交じりの灰褐色火山灰土，おそらく田原ローム下部層が堆積する

頃にはその形態が完成していたものと思われます．

２各テフラについて

【赤城水沼１テフラAg-Mzll

淡黄褐色火山灰で，直下の暗色のクラック帯と整合関係に堆積しています．層厚は約10ｃｍ程

度．中粒で，粒径1ｍｍ前後の軽石が散在しています．斑晶鉱物は斜方・単斜輝石，角閃石や

磁鉄鉱などを含みます．下半部は風化が進み粘土化，宝木ロームの下部層や武蔵野ローム層に

対比されています．

【赤城鹿沼テフラAg-KP】

淡黄～榿黄灰色の粗粒で軽石粒主体の降下軽石堆積物です．層厚はひたちなか市内で最大

３０ｃｍ程度，含まれる軽石粒の粒径は１ｃｍに達する発泡の良いものもあります．斑晶鉱物は角

閃石が多く，他に斜方･単斜輝石，磁鉄鉱を含みます．赤城鹿沼テフラは宝木ロームの中間に，

武蔵野ロームの最上部に対比されています…

【男体七本桜テフラNt-S，男体今市テフラNt-l】

表層の黒土の直下に，黄～灰褐色軽石質の男体七本桜テフラが，その下位に火山灰土を挟むこ

となく，赤楕色スコリア質の男体今市テフラが認められます．いずれも中～粗粒の火山灰で，

層厚は木地点で各30ｃｍ程度あります．給源の日光男体山より男体今市テフラ，次いで男体七

本桜テフラを噴出するという一連の噴火でもたらされた，降下堆積物と考えられています．

斑晶鉱物は男体七本桜テフラが斜方・単斜輝石を主とし，他に角閃石や長石などを，男体今市

テフラは単斜・斜方輝石，カンラン石や長石を含んでいます．男体今市テフラ・男体七本桜テ

フラは，田原ロームの上部に，立川ローム層上部層に対比されています．

－１３－
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’ Ⅲ－４九州鬼界カルデラから噴出した鬼界葛原テフラ
へたの

地名：ひたちなか市部田里予露頭種別：畑脇の人工露頭

観察できるテフラ：男体七本桜テフラNt-S，男体今市テフラNt-l，姶良ＴｎテフラＡＴ

赤城鹿沼テフラAg-KP，鬼界葛原テフラＫ－Ｔｚ

１概要

この露頭は，那珂台地の小さな谷の斜面に，耕

地を造成する際につくられたものです．風化が比

較的進んでいること，植生により覆われつつある

こと（2002年秋現在）から，テフラを観察する

のが徐々に難しくなってきています．しかし，こ

の露頭では，遠く南九州，種子島西方の海底にあ

る，鬼界カルデラの噴火によりもたらされた，鬼

界葛原テフラを観察することができます．鬼界葛

原テフラを含む見和層上部層は海成層ですが，そ

の上位の火山灰土は，水の影響が少なく，赤城鹿

沼テフラの下位のクラックが発達した部分より上

位は。離水後の風成層であると考えられます．
図Ⅲ－４－１露頭位置図

国土地理院５万分の１地形図「ひたちなか」

■剴吊呼名Pサク･０ヶ
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Ａｇ－

ﾊﾞﾌﾞﾏ室Z重ソ １，２－

図Ⅲ－４－３露頭スケッチ図Ⅲ－４－２露頭写真
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２各テフラについて

【鬼界葛原テフラK-Tz】

鈴木（1989）により報告されたもので，見和層

上部層の海成砂層中に,径数ｍｍ～２ｃｍの塊状

となって点々と散在する，火山ガラスを主体と

する白色細粒の降下火山灰です．９－１０万年

前に，1000kｍ以上離れた南九州の鬼界カルデ

ラを噴出源とする巨大噴火によりもたらされま

した．植生に覆われ，観察が難しくなりつつあ

ります．

【赤城鹿沼テフラAg-KP】

淡黄～燈黄色の粗粒軽石粒からなる火山灰で

す．群馬県北部の赤城山の約3.3万年前の噴火

によりもたらされたもので，那珂台地周辺では

３０ｃｍ前後の層厚ですが，赤城火山に近い県西

地方では,層厚が１ｍを越える地域もあります．

下位の火山灰土との境界は，テフラ堆積時の原

地形面との境界で明瞭ですが，上位の火山灰土

３０ｃｍ黒色表土(畑耕作土）

黄褐色一中～粗粒軽石
１０ｃｍ質火山灰（男体七本桜

・今市テフラＮｔ－Ｓ－Ｉ）

６５ｃｍ淡褐色火山灰土

〃＄〃、'１、〃、〃
_

ヨ

淡灰褐色細粒火山灰

１０ｃｍ（姶良Ｔ、テフラＡＴ）
'（ハハ／Ｎノ（ハ

~lTl71 ４５ｃｍ淡褐色火山灰土
クラック発達

３０ｃｍ淡黄～樟黄色組粒軽石
質火山灰（赤城鹿沼テ
フラＡｇ－ＫＰ）
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８０～９０ｃｍ

；炎褐色火山灰土．
上部に暗色帯(１５ｃｍ）
クラック発達

八’

／1

／】

８０ｃｍシルトー砂質褐色火山

灰土
￣／】

Ｊ１

褐～灰色細～中粒砂層
８０ｃｍ上から約５０ｃｍに，細粒

白色火山灰(鬼界葛原テ
フラＫ－Ｔｚ）が斑点状
に散在．
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との境界は，堆積後の風化やテフラの移動によ図Ⅲ－４－４露頭柱状図

り火山灰土と混交しています．鏡下では，ファ

イバー型火山ガラスが多く，鉱物はあまり目立ちませんが，角閃石，斜方輝石，単斜輝石，長

石，石英，磁鉄鉱，チタン鉄鉱などが含まれています．

【姶良Ｔ、テフラＡＴ】

周囲の火山灰土と混交し境界が明瞭でないこと，風化が進んでいることなどから，その層順を

見つけにくいかもしれませんが，周囲より細粒で色がやや淡く，表面が滑らかな感じがする部

分です．鹿児島湾の桜島以北を占める姶良カルデラを噴出源とする，巨大噴火によりもたらさ

れた降下火山灰で，県内の至る所で観察されます．噴出源より遠く離れているため，軽い火山

ガラスが主体になっています．鏡下では，本テフラ起源のバブルウォール型火山ガラスが多く

観察されます．カンラン石その他の有色鉱物なども観察されますが，これらは混交したテフラ

や火山灰土に含まれていた鉱物です．噴出年代は，２６万年前（早川，1995）といわれています．

【男体七本桜テフラNt-S，男体今市テフラNt-l】

日光男体山の，連続した二度の噴火による噴出物ですが，この露頭では両者が混じり合ってお

り，区別することはできません．また，畑の耕作の影響により，削られて無くなっている部分

もあり,観察には適しません．保存状態が良い場所の男体七本桜テフラは黄色軽石質火山灰で，

男体今市テフラは，燈赤色スコリア質火山灰です．噴出年代は，１４～１５万年前といわれてい

ます．

－１５－
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|Ⅲ－５束茨城台地茨城西ＩＣ付近の露頭

地名：東茨城郡茨城町野曽露頭種別：造成地の人エ露頭

観察できるテフラ：姶良ＴｎテフラＡＴ，含雲母グリース状テフラＧｒ（７）

赤城鹿沼テフラAg-KP，榛名八崎テフラHr-HP，赤城水沼１テフラＡｇ－Ｍｚｌ

赤城水沼９，１０テフラAg-Mz9，１０，

１概要

この露頭は洞沼川北側の東茨城台地に

位置し，北関東自動車道の建設と同時に

造成された工業団地の一隅に切られた斜

面で見られます．茨城西ＩＣ取り付け道

路の南側斜面で,露頭表面の傾斜が２０゜

南と緩やかなので，観察面が斜めに長く

なります．風化があまり進んでいないこ

と，降雨時に草の種が流されてしまうの

か，造成から数年経っても植生が見られ

ないことから，テフラの観察に適してい

ます．現在（2003年）の社会情勢から暫

くはこの状態が続くと思われます．露頭

下部の砂層は見和層上部層で海成層，そ

の上位の茨城粘土層は湿地性の堆積物，

それ以上の部分は風成層の関東ローム層

です．

|;iiiiIi霧;iii！
墹鱒蕊藍鍵;響翼議露悪i耀議鱸議辮葱

覇唾轡Ｉ

図Ⅲ－５－１露頭写真

２各テフラについて

【赤城水沼９，１０テフラAg-Mz9，１０】

上位の茨城粘土層，下位の見和層上部

層の砂層と比較して，はっきりと感触

が柔らかく識別は容易です．薄いピン

ク色で上位の茨城粘土層の青い粘土が

塊状に混在しています．直径3ｃｍ位の

円盤状の礫が見られることもありま

す．流水による濃集か，黒い鉄分の鉱

物が目立ちます．火山灰の粒径は０１

～０２ｍｍ程度で，径5ｍｍ前後の軽石

も確認できます．

ｉｒｎ

図Ⅲ－５－２露頭スケッチ
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〆へ

姶良T､テフラＡＴ

淡褐色火山灰土
クラック発達

含雲母グリース状火山灰Ｇｒ？

赤城鹿沼テフラが撹乱

３～４ｃｍ

３５ｃｍ

２０ｃｍ

１５ｃｍ
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赤城鹿沼テフラＡ庄Ｋｐ

ときに上より３～５ｃｍ下

に塊状テフラが点

在

榛名八崎テフラＨＦＨｐ
褐色で固い

撹乱上位から5ｃｍ下に柔らかく淡褐色
の層が見える

赤城水沼1テフラＡＲ－Ｍｚｌ

上方は褐色.下方は粘土混じりで灰色

４０ｃｍ
ＶＶＶＶＶ
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－ノ１－ﾉ１－

/、－ハーハ－

ノ、_′、－ノ、－ 茨城粘土

55cｍ（降雨後水が吹吉やすい）'１－/、－ノ］－

ハ－ハーノ１－ハ

ーノ、－ノ！－

１０cｍ赤城水沼9,10テフラAg-Mz9v10

見和層上部層

ノ、′、'１ノ、ノ１ノ、

図Ⅲ－５－３露頭位置図

国土地理院５万分の１地形図「石岡」
￣～-－

図Ⅲ－５－４露頭柱状図

【赤城水沼１テフラAg-Mzl】

上下の火山灰土よりも白っぽく，硬くしまっています．下位との境界は比較的明瞭ですが，上

位の火山灰土との境界は混交され明瞭ではありません．層厚は約7ｃｍ程度ですが，場所に

よって２０ｃｍ程度あります．

【榛名八崎テフラHr-HP】

赤城鹿沼テフラよりも白っぽい色をしています．白色や黄色，または赤色の径０３～０５ｍｍ程

度の粒子からなり，径３－５ｃｍの団子状に点在しますが，分布密度は低く，塊の周囲には黒い

線状のものが見られます．

【赤城鹿沼テフラAg-KP】

粒径２－３ｍｍの軽石粒を主体とする黄色の火山灰で,層厚が４０ｃｍと厚く明瞭で，ほぼ水平に

堆積しています．上側の火山灰土との境界は不明瞭で，厚さ１５ｃｍほどのテフラと火山灰土と

の混在帯が見られます．

【含雲母グリース状テフラＧｒ？】

上下の火山灰土と比較して，やや硬くしまった細粒の褐色火山灰ですが，色が火山灰土と似て

いることと，境界が明瞭でないことなどから見つけにくいテフラです．黒雲母を含むこととそ

の層順から含雲薑母グリース状テフラであると思われます．

【姶良ＴｎテフラＡＴ】

白色または薄黄色の団子状または塊状となっており，硬くしまっています．粒径は０１ｍｍ以

下と細かく、ルーペで見ると黒い鉱物が確認できます．草の植生がこの部分に目立ちます．

－１７－
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ｍ－６友部丘陵のテフラ

地名：西茨城郡友部町和尚塚露頭種別：山砂採掘の人工露頭

観察できるテフラ：赤城鹿沼テフラAg-KP報告のあったテフラ：真岡テフラＭＯＰ

斜面の窪地等に希に見られるテフラ：男体七本桜テフラNt-S，男体今市テフラＮｔ－ｌ

１概要

この露頭は，坂本．宇野沢（1979）が報

告した香取の露頭(地図上▲印）の北方で，

－段高くなっている丘陵の国道50号沿い

にあります．

この露頭では，友部層が少なくとも二度

の海進によって堆積されたことを示す堆積

構造が見られます.およそ４１万年前の海進

は，標高80ｍに砂鉄層をつくったもので，

標高約100ｍの部分まで浸食や堆積の環境

になっていました．およそ３３万年前の海

進は，標高50ｍに砂鉄層をつくったもの

で，標高約80ｍに達していたと思われま

す．

図Ⅲ－６－１露頭位置図

国土地理院５万分の１地形図「水戸」

図Ⅲ－６－２露頭写真 図Ⅲ－６－３露頭スケッチ
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この露頭の友部層の上部は，ブロック状の砂岩

からなり，その間を火山灰が風化されてできたと

思われる粘土が埋めていたり，逆にその粘上がブ

ロック状になり砂岩が間を埋めていたりしてお

り，海水の影響を受けた崖錐性堆積物の産状を呈

しています．その上位には，大粒のパミス粒のよ

うに見える小動物にメスナホリムシ等）の生痕

化石を含む泥岩が露出します．

和尚塚付近にはいくつかの露頭がありますが，

開析が進んだ丘陵となっており，友部層の上に堆

積したはずの古期ローム層の報告は坂本・宇野沢

（1979）以来ありません．見和層堆積前の火山灰

堆積物である古期ローム層の断面図を図Ⅲ－６－５

に示しますが，古期ローム層下部にある黄色軽石

５０ｃｍ表土及び茶褐色ローム

３０ｃｍ淡黄～燈黄色組粒軽石
質火山灰（赤城鹿沼テ
フラＡｇ－ＫＰ）

６０～７０ｃｍ

再堆積された赤色バミス
を途中に挟み，底辺に黄
色パミス混入の二次堆積
ローム

=

ロ
ロ

厚▽~▽）(▽￣

ＰＬ"ＬＦＬ

1-<_>ヘニージ

１５０ｃｍ小動物の生痕化石を
含む泥岩

以下ブロック状の砂岩
下部は層状になる

犬走り

●●

⑤●

｡●

ﾚーベーニン

層が真岡テフラと思われます.友部丘陵は開析が図Ⅲ－６－４露頭柱状図
進んでいるので,標高80ｍ以上での平坦地はあり

ません、それより低い平坦地が小原地区にいくつか見られるので，土地開発等で露頭ができれば，

真岡テフラが発見される可能性が高いと思われます．

この露頭の，友部層最上部の泥岩の上には，斜面に二次的に堆積したロームが載っています．

その底辺部には黄色パミスが混入し，途中には赤色パミスが混入しています．その上位には赤城

鹿沼テフラが観察されますが，斜面での堆積であったためか,側方に連続しない部分もあります．

赤城鹿沼テフラの上には新期ロームがありますが，それも斜面のためか，かなり動いて再堆積

しているいるように見えます．この露頭では見られませんが，近くの斜面の凹地では男体七本

桜．今市テフラが見られることがあります．

２各テフラについて

新
期
ロ
ー
ム
層
〃
古
期
〃
ロ
ー
ム
層

〃

略
＝

５ｍ

－Ⅲ

ロ

図Ⅲ－６－５友部北方，香取付近の“古期ローム,,

（坂本・宇野沢，1979）
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’ Ⅲ－７伯耆富士一大山から飛来した大山倉吉テフラ
地名：茨城町谷田部露頭種別：砂採集場の人工露頭

観察できるテフラ：赤城鹿沼テフラAg-KP，榛名八崎テフラHr-HP，大山倉吉テフラＤＫＰ

赤城水沼１テフラAg-Mzl，箱根東京テフラHk-TP

１概要

この露頭は，青年研修所の脇の道を

入った所の砂採集場にあります．遠方か

らでも，崖の上の方に黄色っぽい赤城鹿

沼テフラが30-40ｃｍの厚さで帯状に露

出しているのがはっきりわかります．露

頭の下部は残土で覆われてしまっていま

すが，その上に，下位より海成層の美和

層上部層，河成層の常総層，風成層の関

東ローム層が観察できます．この露頭で

は，一目でわかる赤城鹿沼テフラと，そ

の下位の淡褐色火山灰土の中に点在する

榛名八崎テフラ，大山倉吉テフラなどが

観察できます．常総層直卜の厚さ３０～

40ｃｍの淡黄褐色帯状の層は，赤城水沼

1テフラと箱根東京テフラとが混在した

ものである可能性があります．

２各テフラについて

【箱根東京テフラHk-TP，赤城水沼１テ

フラAg-Mzll

淘汰不良の灰褐色砂混じりシルトの常

総層の直上に,厚さ４０－５０ｃｍの淡黄

褐色のテフラ層が帯状に露出していま

す．この層順に分布する１枚のテフラ

層と考えるには層厚が厚すぎること，

近くの露頭ではこの層順に２枚のテフ

禺
熟

臼.二V，
／、

図Ⅲ－７－１露頭位置図（右上）

国土地理院2.5万分の１地形図「小鶴」

図Ⅲ－７－２露頭写真（右中）

図Ⅲ－７－３露頭スケッチ（右下）
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ラ層があるように見える部分があること，鉱

物組成などから，離水期前後に堆積した箱根

東京テフラと，赤城水沼１テフラとが流水の

影響を受け，混交した層である可能性があり

ます．両テフラの上下（新旧）関係はまだ明

確ではありませんが，周囲の調査結果や鉱物

組成などから，箱根東京テフラの方が赤城水

沼１テフラより先に噴出したものと思われま

す．

【大山倉吉テフラDKP】

上記テフラの直上の淡褐色火山灰土中に，径

１～５ｃｍ位の淡黄色に風化した団子状火山灰

として点在していますが，よく探さないと発

見できません．このテフラは，山陰の大山火

山がおよそ５万年前にプリニー式噴火を起こ

したときの降下軽石で，このあたりが分布の

南限とされています．優占重鉱物である角閃

石の他に，短冊状の斜方輝石や黒雲母などが

含まれています．

【榛名八崎テフラHr-HPl

約4.2～4.4万年前に榛名山山頂部で大規模な

25cｍ黒色表土(畑耕作土）

－

ヨ

Ｉ

ハ 120ｃｍ淡褐色火山灰土

／Ｉ

ＶＶＶＶ 淡黄～横黄色粗粒軽石質火山灰

35cｍ（赤城鹿沼テフラAg-KP）
ＶＶＶＶ

/（

淡褐色火111反十

上から約40ｃｍに細粒灰色火山灰

'００cm潔臓吊醐換豊色火山灰
（大山倉吉テフラDKP）
が斑点状に散在

｡⑤

/】

⑧の

ハハハハ

Ｖ、ハハ／
淡黄褐色火山灰(赤城水沼1テフラＡｇ－Ｍｚｌ

３０ｃｍと箱根東京テフラHk-TPとの混合物）

90cｍ灰褐色砂混じりシルト

/～、ムーン

図Ⅲ－７－４露頭柱状図

プリニー式噴火が発生した際に，北関東地方一帯に降下した火山灰です．ここでは，大山倉吉

テフラの約40ｃｍ上位の淡褐色火山灰土中に，厚さ１０ｃｍ位の淡灰色ブロック状火山灰として

点在しています．しかし，色や構成粒子の粒径などが周囲の火山灰土に似ているため，見分け

るのに注意が必要です．

【赤城鹿沼テフラAg-KP】

露頭最上部から約15ｍ下方に分布する，層厚３０～４０ｃｍの淡黄～燈黄色軽石質粗粒火山灰で

す．約３３万年前に赤城山のカルデラ内から噴出した降下軽石です．下位の淡褐色火山灰土と

の境界はシャープで，当時のフラットな地形面を反映してします．これに対し上部の淡褐色火

山灰土との境はやや不鮮明で，凸凹になっています．これは，当時の地表面が霜の凍結・融解や

植生の影響を受け，次第に風化されたためであると考えられます．層厚は，県西地域では1ｍを

越えるほど厚く堆積していますが，南方の鹿島台地，行方台地で次第に厚さを減じます．

－２１－



／~､

’Ⅲ－８肉眼で観察できる５つのテフラ（東茨城台地）

地名：水戸市下入野町露頭種別：砂利採取場の人工露頭

観察できるテフラ：赤城鹿沼テフラAg-KP，大山倉吉テフラDKP，赤城水沼１テフラＡｇ－Ｍｚｌ

御岳第１テフラOn-Pml，赤城水沼８ａＡｇ－Ｍｚ８ａ

１概要

この露頭は，那珂川と個沼川に挟まれた東茨城

台地の南東縁に位置します．この露頭では下位よ

り，下末吉海進最盛期の堆積物と考えられている

見和層上部層（海成砂層)，湿地性の常総粘土層，

関東ローム層（風成層）が露出し，それらの堆積

物中に，肉眼で識別できる５層のテフラが挟まれ

ています.黄～榿色の赤城鹿沼テフラの下位には，

広域テフラの大山倉吉テフラが青灰色をした赤城

水沼１テフラの上部に団子状に点在し，見和層上

部層の砂層中には，白～桃色をした御岳第１テフ

ラ，赤城水沼8ａ（９，１０？）と推測されるテフラ

が観察できます．赤城水沼8ａテフラの層は粘土

化していて雑草に覆い隠されています．またこ

図Ⅲ－８－１露頭位置図

国土地理院５万分の１地形図「磯浜」
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色、Lご
￣～￣.＿HＰ

ご■

k可

起予ケー■、

～－ﾍ<￣
図Ⅲ－８－３露頭スケッチ図Ⅲ－８－２露頭写真
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の露頭の近くでは，より下位の地層である，埋

没谷を充填する河成レキからなる見和層中部層

（坂本，1972）が報告されています．

７０ｃｍ黒色表土（畑耕作土）

二

１００ｃｍ暗褐色細粒火山灰土

（表土と攪拝されて

いる部分多し）

Ｊ、

２各テフラについて

【赤城水沼8ａテフラAg-Mz8a】

この露頭では，中腹の砂レキ層中に雑草が帯

状に見られますが，この草を取り去ると，灰

白～淡榿黄色のテフラが現れます．那珂台地

で鈴木（1989）が「見和-上部軽石層（Miw証

Ｕ)」と報告し赤城水沼8aテフラに対比され

たテフラです．下末吉海進時の約13万年前，

赤城火山の噴火によりもたらされたと考えら

れています．

【御岳第１テフラOn-Pml】

常総粘土層の下部に，白～榿色の鮮やかな色

を呈し帯状に分布しています．約８万年前の

御岳山の噴火によるこのテフラは，輝石含有

黒雲母角閃石デイサイト質です．

【赤城水沼１テフラＡｇ－Ｍｚｌ】

赤城山より５５～６万年前に噴出したこのテ

フラは，那珂台地では「那珂台地テフラ

（NkP)」と呼ばれています．赤城鹿沼テフラ

の約70ｃｍ下位に位置し，遠くから見ると風

化面がうっすらと白く帯状に観察されます．

【大山倉吉テフラＤＫＰ】

淡黄～燈黄色粗粒軽石

３５ｃｍ質火山灰（赤城鹿沼テ

フラＡｇ－ＫＰ）

７０ｃｍ暗褐色細粒火山灰土

ＶＶｖｖＶ

ＶＶｖＶ

、

’、

上部に燈黄色火山灰を

２０ｃｍダンゴ状に含む（大山

倉吉テフラＤＫＰ）

青灰色火山灰（赤城水沼

第１テフラＡｇＭｚｌ）

ヨーーワ反巳･

"や"キバハ"､

160cｍ青灰色粘土層（合炭化物）

（常総粘土層）

砂鉄層を含む

ＹＶｑノＶＶＶ、／
５ｃｍ灰白色細粒火山灰

（御岳第一テフラｏｎ

－Ｐｍｌ）

１２０cｍ中～粗粒砂層

（クロスラミナ発達）

砂鉄層を含む

滝ご要’.
｡～｡

._電ウラヴヂマ.．

－へ￣－－■

２０ｃｍ蕾灰色粘土Ｂ一一一

１２０ｃｍシルトー砂層

（吉炭化物）
『￣

".（':tﾑﾌﾞﾐｸ＞《ミハハハ
４０ｃｍ灰白～桃色火山灰

（赤城水沼Ｂ～１０テフラ

ＡｇＭｚ８～１０）
のﾛのの宍､－－－－－－‐

『革』ヂグ

》雲 礫混じり中粒～;沮粒砂層

(クロスラミナ発達）

一一ﾖ

図Ⅲ－８－４露頭柱状図

約５万年前の，中国地方の大山火山の噴火によるこのテフラは，中緯度偏西風に流され細長く

日本列島に分布し，本県は分布域の端に位置します．そのため，層状にはならず，青灰色の赤

城水沼，テフラの上部に団子状に点在します．鉱物が風化して榿色をしているので，簡単に見

つけることができます．

【赤城鹿沼テフラAg-KP】

赤城山起源のこのテフラは，露頭では粒径が１～2ｍｍと比較的細粒ですが，黄～椿黄色の鮮

やかな色を呈し層厚も３０ｃｍ前後と比較的厚いことから，簡単に見つけることができます・約

３．１－３３万年前の噴火によりもたらされました．

－２３－
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Ⅲ－９束茨城郡鉾田町大和田の関東ローム層

地名：東茨城郡鉾田町大和田露頭種別：人工露頭

観察できるテフラ：赤城鹿沼テフラAg-KP，箱根東京テフラHk-TP

１概要

鉾田、北西部に位置する大和田

のこの露頭は，東茨城台地の南東

縁付近に位置し,県道18号沿いか

らのぞむことができます．小川町

側からは，大和田方面への標識に

従って巴川を渡り，十字路を左折

した先のＹ字路右側に見えてきま

す．なお，ここは自動車関連業者

（オートワークス逸見，tel:0291

36-3731）の私有地で，無断での立

ち入りは禁じられていますので注

意してください．

露頭を構成する地層は，下位か

ら層厚約4ｍ（下限不明）のクロ

スラミナの発達した砂層,層厚1ｍ

前後の砂混じりシルト層，層厚約

2ｍの火山灰土で，これらは，そ

れぞれ見和層上部層（木下層)，

常総層，関東ローム層に相当しま

す．本露頭の関東ローム層中には

赤城鹿沼テフラと箱根東京テフ

ラが観察されます．

庄一軋巽恥 :苧耀蝋‘゜鴬：淨鏑謬熟驚識一‘、鰭
埒

▽

図Ⅲ－９－１露頭写真

＝＝､三二ﾗﾌﾆﾐｰﾐｰ見和壜上高艫一一〒、
へ－

－－､_－２－～_~-_、

一岸一一・一一汁

ﾐｰくさL＝二二
ノ、

一一トエ戸一－－－－－口－－口－国-句句「■￣~

Ｊ～＝＝虫－－－－－２ヱーー回｣二幻一一一一一⑪－Ｐ－割一一
～

図Ⅲ－９－２露頭スケッチ

２各テフラについて

【赤城鹿沼テフラAg-KPl

群馬県の赤城山から約3.1～３３万年前の噴火による降｢火山灰が堆積したものです．粗粒砂サ

イズの大きさの軽石粒が明瞭な白黄色の火山灰からなります．北方の洞沼周辺地域での層厚は

４０－５０ｃｍですが，それよりも厚さを減じて１５ｃｍ程度となっており，南方の鉾田町当間では

厚さ１～2ｃｍとさらに薄くなっています．顕微鏡下では角閃石類の大きな結晶が目立つ程度で，

有色鉱物の量はあまり多くありません．

【箱根東京テフラHk-TP】

赤城鹿沼テフラと比べると明瞭な層には見えませんが，チョコレート色の粘土質火山灰土の上

－２４－
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1ｍ、
Ｕ

９０cｍ暗褐色細粒火山灰土

白黄色軽石層ＫＰ

暗褐色細粒火山灰土

淡褐色粗粒火山灰ＴＰ
茶褐色粘土質火山灰土

l５ｃｍ

４５ｃｍ

ｌＯｃｍ

２０ｃｌｎ

Zｈ八ｆ△ハハ

VVVVV

／、／、/、

２

１２０cｍ灰色シルト層

。

､○・．。.．．。
170ｃｍ暗褐色～黄褐色

れき混じり粗粒砂層

クロスラミナ
｡○。４

｡．。．．。○.．

４０cｍ淡褐色細粒砂層
５

〆~～こ_

図Ⅲ－９－３露頭位置図 図Ⅲ－９－４露頭柱状図

位に，固くてやや突出した部分として観察されます．層厚は約10ｃｍ，淡褐色の粗粒砂サイズ

の火山灰からなり，よく観察すると軽石粒の集まった部分がレンズ状に挟まっています．顕微

鏡下ではやや細粒の斜方輝石と単斜輝石が目立ちます．箱根火山から約４９万一６万年前に噴

出したものです．

／、

○○○○○見禾ﾛ層・常総層（茨城粘土層）１こついて○○○○○

第四紀後期の氷河時代は，寒冷な時期が続くだけではなく寒暖の時期が何度も繰り返

されています．それらは，ほぼ四回の氷期（寒冷期）とその間に挟まれる間氷期（温暖

期）とにまとめられ，現在は氷期の後の後氷期と呼ばれています．氷期には気温が下が

り，大陸氷河が発達するため海水面が下降し，間氷期には逆に海面が上昇します．海面

の変動は，海岸線の沖への後退（海退）や陸部への進入（海進）を生じさせ，浸食や堆

積の状況がそのたびに変わりました．

見和層は，１０数万年前から始まる最終間氷期の海進（下末吉海進）により形成された

地層で，水戸市見和付近を模式地としますが，他の地域でも同様な地層が見られます．

まず最初に,海水面が上昇し海が河谷に沿って進入しましたこの河谷に堆積したのが，

塊状や縞状シルトを主体とする見和層下部層です．次いで一時的な海水面の低下が生

じ，侵食力が復活して河道沿いに扇状地や三角州が形成されました．この堆積物が粗粒

砂や細粒砂，シルトよりなる中部層です．その後，再び海面はゆっくり上昇し浅い海と

なり，細粒砂や粗粒砂を堆積させ，この地層が上部層と呼ばれています．やがて海は退

きはじめ，平坦で広い海岸平野が生じますが，陸化前に湿地等の状態になり常総層（常

総粘土層，茨城粘土層とも）の粘土層を堆積させました．
'、 ノ
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Ⅲ－１０新利根町南九州姶良ルデラから噴出した姶良テフラ

地名：稲敷郡新利根町寺内露頭種別：道路切割露頭

観察できるテフラ：富士火山からのテフラＦ－７，姶良Ｔ、テフラＡＴ，箱根東京テフラHk-TP

１概要

県内には，阿武隈および八満山系の地

域を除くと，第四紀中期～後期にかけて

の地層が広く分布し，「洪積台地」と呼

ばれる段丘地形を形成しています．その

ため，この時代の露頭の多くは，台地の

縁に点々と分布しています．この露頭も

そのような台地の一つである筑波稲敷台

地の縁に位置し，道路をつくる際のＴ事

で現れたものと思われます．下部は竜ヶ

崎層や板橋層のシルトおよび砂からな

り，その上に関東ローム層が堆積してい

ます．現在，植生により覆われつつあり

（2002年冬)露頭の状態はあまりよくあ

りませんが，少し遠目から眺めてみる

と，箱根東京テフラと姶良Tmテフラお

よび富士火山からのテフラの位置がよく

わかります．

図Ⅲ－１０－１露頭写真
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ﾊ『畑zniiriKxinninzfEnzd

F１一‐》』、ＴＰｍｂ

２各テフラについて

…cm-l0…で黄褐色⑳［
[箱根東京テフラHk-TP】

中～粗粒火山灰からなります．層厚が図Ⅲ-10-2露頭スケッチ
さらに薄く，レンズ状に挟まれている

ように見える部分もあります．上下の火山灰土より硬くしまっていて崩れにくいため，露頭面

よりやや突出しています．箱根火山から約４９万－６万年前に噴出したもので，県内では県南，

県西地域を中心に分布しています．鉱物組成としては，斜方輝石，単斜輝石，カンラン石，長

石．磁鉄鉱などの鉱物、ファイバー型火山ガラスなどを含みます．

【姶良ＴｎテフラＡＴ】

火山灰土との上下の境界がやや不明瞭ですが，層厚は30ｃｍ程度（火山灰土との混交部を含む）

で，淡褐色の細粒火山灰からなります．周囲よりやや硬くのっぺりとした感じがします．南九

－２６－
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ﾘﾄ|姶良カルデラより，約２２万～2.5万年前

に噴出した降下軽石，巨大火砕流堆積物に

ともなわれる降下火山灰で，広域に分布す

るテフラ（広域テフラ）認定の先駆となっ

たテフラです．県内の至る所で観察されま

すが，上下の火山灰土や他のテフラと混交

して，純粋な層として観察されることは希

で，本露頭のテフラも火山灰上などと混交

しています．

【富士火山噴出物Ｆ－？】

表土の直下に位置し，多少不明瞭ですが，

層厚が15-20ｃｍ程度で濃褐～燈褐色の中

一粗粒火山灰からなります．径2ｍｍ程度

の赤褐色スコリア片が数多く見受けられ，

なかには径5ｍｍ程度のものも含まれます．

富士火山から噴出したどのテフラに相当す

るかは不明です．斜方輝石，単斜輝石，カ

ンラン石，長石，磁鉄鉱などを含み，約

2,500～2,800年前くらいに噴出したものと

考えられます．

図Ⅲ-10-3露頭位置図

国土地理院２万５千分の１地形図「江戸崎」

５ｃｍ淡掲色表ﾆヒ（畑耕作上）
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図Ⅲ-10-4露頭柱状図
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Ⅲ－１１つくぱ市中部御岳火山から噴出した御岳第１テフラ

はなれ

地名：つくば市１３成露頭種別：人工露頭

観察できるテフラ：姶良ＴｎテフラＡＴ，赤城鹿沼テフラAg-KP，箱根東京テフラHk-TP，

箱根小原台テフラ，ＨｋＣＰ，御岳第１テフラOn-Pml，赤城水沼８ａテフラＡｇ－Ｍｚ８ａ，
箱根吉沢下部７テフラHk-KlP7

１概要

この露頭は，常磐高速谷田部インター

の入り口北の道路の東側に位置する．の

字型のもので，近年，新たに削られ，さ

らに現在は残土により埋められつつあり

ます．南側と北側２つの露頭があり，南

側にある北向きの露頭では，箱根東京テ

フラよりも古い時代のテフラが，北側に

ある南向きの露頭では，箱根東京テフラ

およびそれより新しい時代のテフラが観

察されます．南側の露頭の御岳第１テフ

ラなどを含む下部は，海成層またはそれ

に近い環境の堆積物ですが，上部は離水

期の堆積物および離水後の風成層からな

ります．北側の露頭の箱根東京テフラよ

り上位はクラックが発達していて，離水

後の風成層である関東ローム層が観察さ

れます．

図Ⅲ-11-1南側露頭写真
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犀雨k-oP

omJi需輕

……ニーーと三雲雲琴Zr○南側露頭

【箱根吉沢下部７テフラKlP7】図Ⅲ-,,-2南側露頭スケッチ
鈴木（1989）の，「見和一中部軽石層

（Miwa-M)」に対比されます．約13万年前（大井・山田，1998）に箱根火山から噴出したも

ので，この露頭では，層厚約20ｃｍ程度，白～黄褐色の粗粒砂サイズの火山灰からなります．

鉱物は斜方輝石が多く，その他に単斜輝石，磁鉄鉱，長石などが含まれます．

【赤城水沼8ａテフラAg-Mz8a】

鈴木（1989）の，「見和一上部軽石層（Miwa-U)」に対比されます．赤城火山から噴出したもの

で，この露頭では，箱根吉沢下部７テフラの上位約20ｃｍに位置する層厚約5ｃｍ程度の，白色

中粒砂サイズの火山灰からなります．鉱物は，斜方輝石，単斜輝石，角閃石，長石，磁鉄鉱

などが含まれます．

－２８－
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３０ｃｍ黒色表ゴ

３０ｃｍ褐色細粒火山灰土

３０ｃｍ黒色土

１５ｃｍ灰褐色中粒～細粒火山灰士

暗褐色火山灰土．

130cｍ白色の塊状になった
箱根小原台テフラHk-OPを含む

＝，

褐色中粒火山灰土

黄褐色細粒～中粒火山灰
（御岳第１テフラOn-Pml）
白黄色含浮石１１$粒~粗粒火山灰土

組粒白青色土

粗粒～極粗粒青色土

黄褐色中粒火山灰
(赤城水沼８aAg-Mz8a）
黄褐色火山灰土

白色～黄褐色粗粒～極粗粒火山灰
（箱根吉沢下部７Hk-KIP7）
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図Ⅲ-11-4南側露頭柱状図

【御岳第１テフラOn-Pmll

８～１０万年前（町田・鈴木，1971）に，木曽御岳火山から噴出した広域テフラの一つで，黒雲

母と角閃石を含む斜方輝石含有黒雲母角閃石ディサイト質火山灰です．この露頭では，赤城水

沼8ａテフラの上位約40ｃｍに位置し，層厚約15ｃｍ，白色の細粒砂サイズの火山灰からなりま

す．

【箱根小原台テフラHk-OP】

６６－８万年前（町田･鈴木，1971）に，箱根火山から噴出したテフラです．この露頭では，御

岳第１テフラの上位約50ｃｍに位置する,白色細粒砂サイズの火山灰からなります.塊状になっ

ており，大きいものは直径15ｃｍを越えるものもあります．含有鉱物は斜方輝石や単斜輝石な

どです．

○北側露頭

【箱根東京テフラHk-TP】

5.2万年前（中村ほか，1992）に，箱根火山から噴出したテフラです．この露頭では，下位の

海成層と上位の関東ローム層との不整合面の約20ｃｍ上に位置します．層厚は約20ｃｍ,黄灰色

の中～粗粒砂サイズの火山灰からなります．このテフラ層より上位はクラックが発達してい

て，離水後のテフラであることがわかります．斜方輝石，単斜輝石，カンラン石，長石，磁鉄

鉱などの鉱物および火山ガラスなどを含みます．

－２９－
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図Ⅲ-11-6北側露頭スケッチ

図|Ⅲ－１１－５北側露頭写真

【赤城鹿沼テフラAg-KP】

３３万年前（新井，1962）に，赤城火山

から噴出したテフラです．この露頭で

は，箱根東京テフラの上位約40ｃｍに

位置します．層厚約15ｃｍ，淡黄灰色

軽石質の中粒砂サイズの火山灰からな

り，繊維型火山ガラスを多く含みま

す．

【姶良Ｔ､テフラＡＴ】

２６万年前（早川，1995）に，九州の姶

良カルデラから噴出した広域テフラで

す．この露頭では，赤城鹿沼テフラの

上位約30ｃｍに位置します．層厚約

７ｃｍ淡褐色の細粒砂サイズの火山灰か

らなり，比較的軽いバブルウォール型

火山ガラスのみからなります．

２０ｃｍｔ鞭
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lｌｌｉｌｌｌ ７０ｃｍ暗褐色火山灰土クラック発達
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…繍瀧解A、
３０ｃｍ褐色火山灰土クラック発達

淡黄灰色中粒～粗粒火山灰
２０ｃｍクラック発達

（赤城鹿沼テフラＫＰ）

40ｃｍ霧，潔粒火山灰土
黄灰色粗粒火山灰

２０ｃｍクラック発達
（箱根東京テフラＴＰ）

灰色中粒～粗粒火山灰土
２０ｃｍクラックが発達

この層の下部からはクラックが見られなくなる

灰色粗粒火山灰土（水付き）
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委員会として活動を始めて，６年が経ちました．当初は関東ローム層中の赤城鹿沼テフラと箱

根東京テフラ程度の知識しかなかった私たちですが，野外調査や巡検を繰り返すことにより，多

くのテフラを識別することができるようになりましたまた，関東ローム層ばかりではなく，下

末吉海進時の堆積物である見和層等の堆積物中にも多くのテフラが挟在されていること,姶良Ｔｎ

テフラ．大山倉吉テフラ．御岳第１テフラ等の広域テフラが，私たちの身近にも分布していたこ

とには驚かされました．

前回の，地学研究シリーズ第39号「茨城県内のテフラＩ」の作成時には，テフラの構成粒子の

識別に四苦八苦したものですが，今回はさらに発展させて，委員それぞれが１つの露頭を担当し，

露頭集を作成しました．様々な文献を調べたり，調査を繰り返したりと苦労はしましたが，その

分，それぞれが力をつけることができたのではないかと思っています．また，その過程で得られ

たことを，授業の中でも生かすことができるようになったのではないかと思っています．

この露頭集ではカラー写真を用い，実際に露頭でテフラがどのように見えるのか，スケッチや

柱状図も交え説明しています．この冊子を野外に持ち出して，身の回りの露頭と比較しながら，

使用していただければと思います．

なお，調査研究を進めるにあたり，東京都立大学の鈴木毅彦先生には，何度も巡検および調査

にご同行いただき，数々のご指導をいただきました．茨城地学会会長蜂須紀夫氏（元高教研地

学部長）および会員の方々，茨城県自然博物館高橋淳氏には，数々のご助言をいただきました．

以上の皆様に厚くお礼申し上げます．

2003年３月

テフラ研究委員会委員
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茨城県立太田第一高等学校教諭梶清史

茨城県立水戸桜ノ牧高等学校教諭倉田雅博

元茨城県立水戸南高等学校教諭小森勝己

茨城県立水戸第三高等学校教頭須藤忠恭
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茨城県立鉾田第一高等学校教諭村田一弘
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